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 1 had reported on pyrophosphatase in the urogenital organs of normal rabbits 
and on the change of its activity in the experimental renal disturbance, and I investi-
gated the change of its activity in the experimental tuberculosis of the kidney and 
the epididymis of rabbits. 
     Many reports on histopathological changes in renal tuberculosis in rabbits kidney 
can be seen, but the histochemical study of renal tuberculosis, especialy investigation 
of pyrophosphatase activity is very few. 
    Now this paper explains that the activity differs from the alkali phosphatase 
reaction. 
     (1) Activity is generally negative in caseous nests, necrotic mass as well as al-
        kali phosphatase. 
     (2) Epitheloid cells, polynuclear leucocytes and giant cells are often react with 
        weak positivity. 
     (3) Packaged fibrous layer and infiltrative cells that are arround the tubercle 
        in process of healing react upon  the weak positive and seems to concern of 
        mechanism of defence to and healing of the tuberculosis inflammation. 









起せ しめ,そ り病理組織学的変化に伴 う 「ピ」
の変化 特に1型 の変化に 就いて述べたいと思
う.
第1編 実験 的腎 結核 に於 け る活性 分 布 の変 動




いて検討 した.実 験的 腎結核 に於ける フォス






与 している事が認 められ,而 もそれは組織学的
変化に先行する事が明かにされたのである.此
の現象は特にアルカ リ「フ」に著 しく,酸「フ」
では極 く軽微な変化 しか来さない事 も小沢によ
つて明かにされたのである.私は本編に於て腎
の結核性病変に際 しそ の組 織学的 変化に伴つ




































































































































めない,組 織学的には空洞附近 も尚糸球体,細 尿管共
に健常な組織を認める.叉諸々に小結核結節が散見さ
れるが,何 れも増殖結締織に囲まれ乾酪化の傾向は見
られない.「 ピ」1型 では空洞附近の糸球体,細 尿管
共に組織学的には著変を認めないにも拘 らずその反応
は幾分減退 している様である,結核結節を囲む結締織





















張,血 管毬の萎縮が見 られる.「 ピ」反応は組織学的




















































カ リ 「フ」に就いては第 皿報にやや詳細に述べ
たが,腎結核に於けるアルカ リ 「フ」について
は星,小 沢,三 浦等の系 統的な研究が見 られ








述 した.)又 高松 ・武田によれば炎症組織では
その種類,程 度,及 び時期の異 るに従い 「フ」
の状態は必ず しも一定 しないが,組 織細胞の壊











い,即 ち従来久保,高 松,三 浦その他の研究に
よりアルア リ「フ」は類上皮細胞,巨 細胞,リ
ンパ球性細胞は陰性,滲 出性病巣に於ける滲出




内にはアルカ リ「フ」と異 り痕跡的陽性か ら中
等度陽性に至る各段階の反応を示す細胞が出現









つつあるものでは可成 りの反応を示 し 「フ」 と
同様の意義が推察された.

































































































































他には特別の所見はな い.組 織学的に 頭部に著変な
く,尾都で多数の結核結節を認め,そ の申心は概ね類




































,外 傷,或 は精索,尿 管,内 精系動 脈等 の結紮
に よる霧 血が結核 の発生機序 に大 きな影響を与
える ことを報 じ,又 原 は精管 内注 入 と睾上 体実
質 えの注入(注 入前 に同部 に連続 的打撲 を与え
或 程度の外傷 に匹敵 する影響 を与えてい る)を
併用 して成功 してい る.本 実験 では如上 の諸 実
験 を参老 とし,睾 丸実質 内注 入法 を用いて睾上
体 結核の発生 を期 した.
実験 的睾上 体結核の病理組織像 に就 いては既
に 多 くの報 告が あ り,腎 結核 を含む一般結核 の
変化 と結核病像 の特 異 点 に 於 い て異 る所は な











の細胞浸潤,肉 芽組 織の増 殖及び 巨細胞の出
現,管 上皮細胞の扁平化,萎 縮,崩 壊等が主 な
所見であって,之等 の諸変化に於ける 「フ」の
態度にっい ての小 沢をは じめ先入 の報告は多
く,その詳細は第1編 に記載 した通 りである.
叉 「ピ」の変化 も第1編 に述べた所と大差を認
めず,即 ち乾酪巣 の中心 部は概ね 陰性である
が,そ れを囲続する組織細胞は痕跡的陽性乃至
は弱陽性を示 し,浸 潤 細胞 も痕跡的 陽性乃至
弱陽性を示す 事が多 い.以 上 は原のアルカ リ
「フ」の場合 と殆ど差を認めないが,巨 細胞で
はアルカ リ 「フ」は陰性なるに反し 「ピ」では











































家兎の実験 的睾上 体結核 に於ける 「ピ」反
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待望の非 麻 薬 注 射
強 力 鎮 痛 剤
_〔 特徴〕　
薬
◇鎮痛作用が強力(相乗効果)
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